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①歴史的遺構の価値を高める参道ら
しい奥性の演出
沿道状況から3つの地区に分か
れる。石畳を配した商店街地区で誘
い、カーブを抜けると厳かな光景が
拡がる「無量光院跡」を存分に魅
せた後、次第に参道の雰囲気が色
濃くなるという奥性を持つシークエ
ンスとする。
②適切な距離感を持ったお休み処等
の整備
要所にはトイレのある「お休み
処」を整備し、のぼり旗によって参
道らしさやお祭り等の「ハレの日」
を演出する。
③快適な歩行空間による賑わいと風
情あるまちなみ造り
自動車の速度抑制を念頭に、車
道には参道らしさを演出する石畳、
歩道には歩行感に留意した地中埋
設物の補修が目立たないアスファル
ト舗装を基本とする。
④歴史やまちの風情を感じながら歩
く歩車共存の道づくり
舗装による歩行者優先のみちづ
くりのほか、駐車場の配置やバス等
の公共交通との連携を検討する。

を、県内設計者が設計、それを管
理・監修する役割を担った。これに
は全国から公募による競争でデザ
イナーを選定した上で、県内業者の
設計スキルや経験値を向上させる
意図があった。概ね設計が完了し、
施工前段階の平泉町の景観審議会
において「デザインを行った者が、
施工時のデザイン監理を行うことが
品質確保や効率の面で効果があ
る」として、随意契約による締結と
なった。受注者の受け入れ体制は、
当初業務委託のデザイン実施メン
バーを維持した。

■ デザインコンセプト
中尊寺通りは、沿道に商店や住
宅が立ち並ぶ生活道路であり、電
線地中化や舗装整備等の見た目の
変化だけではまちの賑わいは取り
戻せない。そこで、暮らしを豊かに
する中に観光動線を取り込んだ歩
行環境と交通体系の実現への想い
をこめて「平安の遺構を紡ぎ、時と
人がゆるりと流れる日常へ」をデザ
インコンセプトに設定した。世界遺
産の構成資産である中尊寺をはじ

めとする遺構群に囲まれた路線で
ありながら、日常に寄り添う事業を
重視しつつ、参道の風情と奥性（奥
ゆかしさ）が感じられるデザインの
実現を目指した。

■ 景観整備方針
表層的なデザインに陥らぬよう
に、全体を俯瞰しつつ5つの着眼点
を基に、個別の整備対象の洗練と
調和を意図したデザインとした。

堂の沿道立地であり、平泉駅から
中尊寺に向かうだけでなく、周遊手
段として徒歩が選択されやすい。世
界遺産登録を機に増加した観光客
に対応するため、メインルートを分
かりやすくすること、沿道に関連し
ない通過交通を排除する流入・速
度抑制、および安心して通行できる
歩道等の拡大を通じて、歩行者等
が安心して通過できる歩車共存道
路の整備が目的であった。

■ 検討体制
議題のレベルに応じた3段階の

会議が岩手県によって組織され、ボ
トムアップによる合意形成を行って
きた（図2）。検討の中心的な役割を
担った作業部会は、まちづくりに関
心の高い住民を中心に組織された
ものである。この会議では、道路デ
ザインに係る事項に議題を限定せ
ず、用排水計画、遺跡保護への対応
等、道路整備において地域住民に
とって関心のある事項を網羅的に
議題に取り込むワンストップの会議
として実施した。

■ 発注形態
当初の業務委託は「全体意匠及

び景観設計管理業務」という名称
で発注され、ここで検討されたもの

■ 事業概要
岩手県平泉町の中尊寺通りは、

平泉駅から「無量光院跡」を経て
「中尊寺」の月見坂手前に至る延長
約1.4km、幅員約8mの補助幹線道
路である（図1）。昭和初期の旧国道
4号（現県道三日町瀬原線）や平成
20年の現国道4号「平泉バイパス」
の整備により、通過交通の主要経
路が転換したため、自動車交通を

主体とした道路から地域の生活道
路、および駅から観光拠点に至る
徒歩ルートを兼ねた歩車共存道路
として、幅員再構成、無電柱化が行
われたものである。

■ 事業目的
中尊寺通りは、平泉町の歴史・文

化・観光の主要な拠点である柳之
御所遺跡、無量光院跡、高館義経

平安の遺構を紡ぎ、
時と人がゆるりと流れる日常へ
〜一般県道平泉停車場中尊寺線（中尊寺通り）の設計および監理〜
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図1　位置図

図2　検討体制図

図3　標準横断図
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中間に位置する無量光院跡地区手
前で大きく折れ曲がる線形であるこ
とから、ドラマティックにスケール
や空間が体感できるよう、遺産（歴
史公園）内の土色に近い色彩や表
情となるように骨材を工夫した舗装
とし、供用開始時にひと手間加える
設計とした（図4）。
①駅前－中尊寺通り商店街地区、高
館－中尊寺前地区
車道中央部は歩行者系道路であ

ることを明らかにするため、目地に
よりハンプ機能が期待できる石張
り舗装とし、路側帯部は柔らかい歩
行感と同時に、供用後発生が予想
される埋設管の掘り返しによる美
観が損なわれることを未然に防ぐ
黒アスファルトとした（写真3）。なお

⑤歴史的遺構群を守り育み続ける機
運の醸成
お休み処等の無理のない範囲
で、維持管理について地域住民との
協働を検討する。

■ 幅員の再構成
最大の特徴は幅員構成のデザイ
ンである。旧街道の幅員約8mの道
路改良であるが、埋設物の維持管
理性を重視するほか、自動車交通
の速度抑制を促し、また日常の豊か
さに貢献できる整備とするために、
舗装デザインは全幅の約50％、4m

を石畳とした（図3）。現況は車道を
中心に据えた片側歩道の歩車分離
構造だったが（写真1）、設計計画
では歩車道境界の縁石を無くした

フラットな路面とし、かつ地先交通
に支障がない2方向2車線の最低
限の車線幅に縮小することで、路側
帯が両側に確保できるようにした。
車道では中央部と外側で異なる

舗装材とすることで車道を狭く見せ
る視覚効果で、速度抑制や進入抑
制を目指した。その結果、石張り舗
装範囲の歩行者に留意しながら車
が走る利用がなされている（写真
2）。

■ 舗装
参道らしい風格を舗装で演出し
た。沿線のハイライトとなる史跡エ
リア内を通過する無量光院跡地区
では、道路の個性を消す事を重視し
て工区ごとに工夫を行った。路線の

奥性の表現として、無量光院跡地区
前後にて舗石サイズを変化させた
ほか、高館－中尊寺前地区では車道
内に張り出す植樹桝（フォルト）を
左右交互に設置して一層の譲り合
い走行を促し、中尊寺が近づくにつ
れて徐々に緑深くなるように演出
した。
②無量光院跡地区
史跡と一体となった空間演出の
ため「地」となる舗装として土が想
起されるように、有色骨材を用いた
耐久性の高い砕石マスチックアス
ファルトを採用したうえで、均一なエ
イジング効果が得られるブラスト処
理を施すことにより、天然石の持つ
柔らかい印象と耐久性を両立させた
（写真4）。

■ 道路照明
照度が要求される交差点部では
地域らしさのあるオリジナル形状の
灯具によるポール式照明を、要所で
はゲートサインとして旗台を配置し
て、メリハリを付けて地域性を表現
した。車両衝突などによる破損の可
能性がある照明柱には既製品を用
いる等、経済性と維持管理性にも
配慮した。

■ 道路休憩施設の整備
整備前は、起点の平泉駅を除い
て休憩施設がなかったことから、主
に沿道の空き区画を利用して適切
な間隔に道路休憩施設（小公園）3

カ所を整備した。敷地を見渡せる視
線の抜け、隣接家屋に配慮した緑
や柵、除雪後の雪溜め場も兼ねる
広場の配置、トイレを設置する場合
は出入り口を見せにくくする配置等
をポイントに計画した（写真5）。な
お、小公園名は自治会ごとに決め、
園名板は地元の方が毛筆で書いた
ものを採用した。

■ デザイン監理
本路線の大きな特徴の一つと
なっている奥性を色濃く表現してい
る舗装デザインについて、外部に表
出される美観確保にとどまらず、デ
ザイン監理業務という枠組みの中
で、どのような内容を行ったのかに
ついて紹介する。
実際の現場では、制約条件や安
全性・経済性優先の状況等により
デザイン案通りの施工が困難な状
況になった場合の対処や、細部の収
まりなどに留意が必要である。この
ため、設計段階で作成した割付け
パターン図の他に、曲線部や会合部
などに意匠の判断が必要となりうる
所を抽出し、割付け要領図を新たに
作成して、施工者に細かく意図伝達
を行った（写真6）。

■ 評価等
発注者である岩手県県南広域振
興局土木部一関土木センターから
は、デザインや設計を行った技術者

が継続して係わることで現場の品
質が保たれたこと、また複数年にま
たがる事業であるため、発注者側
担当者の引き継ぎに私共が寄与し
たこともあり、本業務委託は有効で
あったと伺っている。加えて、施工者
の下請けではなく発注者の委託で
あったことから、発注者、施工者に
対して、設計者の独立性が保たれた
ことも評価に値すると捉えている。
設計業務において優れたデザイ
ンの感性、経験、実績を有する技術
者の必要性と、施工時の民間力の
活用が有効な手法であることの一
端を示せたのではないかと考える。
デザインは技術・施工・コストと表
裏一体であり、デザインマインドを
持った設計者の台頭・輩出により、
建設コンサルタントの活躍の場は、
より一層高まると確信している。
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写真1　整備前の高館地区

写真3　整備後の駅前地区

写真5　館前小公園

写真4　整備後の無量光院跡地区

写真6　デザイン監理

写真2　整備後の高館地区 図4　工区を示す平面図
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